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衛星発信器により推定した北海道礼文島に
生息するゴマフアザラシ（Phoca largha）の

繁殖期および繁殖場
渋谷未央 *・小林万里 ** †・佐々木理紗 ***・和田智竹 ***・大石康雄 **** 

（平成 27 年 12 月 21 日受付 / 平成 28 年 3 月 11 日受理）

要約：礼文島を上陸場として利用するゴマフアザラシの繁殖期および繁殖場の推定を目的に，2009 年～
2014 年に当島で本種の成獣（メス 3 個体およびオス 1 個体）と亜成獣（メス・オス各 2 個体）に衛星発信
器を装着・放獣し，行動を追跡した。その結果，成獣はメス・オス共にタタール（間宮）海峡の海氷域に 3
月を中心に滞在し，その分布域も重複する傾向が見られた。また，上陸割合を算出できた成獣メス 1 個体に
おいては，その 3 月に海氷上での上陸割合も高い値（日中：56.7%，夜間：23.9%）を示した。それ以外の成
獣メス 2 個体の海氷上利用時期は 2 月～ 4 月であった。成獣オス 1 個体の上陸割合も 3 月に最高値（日中：
47.2%，夜間：15.1%）を示しており，その時期が当個体の交尾期であったと推定された。以上の結果と，本
種の繁殖は一般的に海氷上で行われるとの既往知見から，礼文島を利用するゴマフアザラシの繁殖場は当海
域であり，繁殖期は 2 月～ 4 月と推定された。さらに，成獣に装着した発信器は 4 月以降にタタール海峡で
脱落したことから，成獣は換毛期までタタール海峡を利用していたと推測された。一方，亜成獣は 4 月に礼
文海域で発信器が脱落したことに加え，上陸割合も最大となったことから，換毛期は 4 月と推定された。
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1．　緒　　　言
　ゴマフアザラシ（Phoca largha）は北太平洋の固有種で
あり，広域を回遊し，海氷上で繁殖を行うことが知られて
いる1）。本種の繁殖海域は，ベーリング海，オホーツク海，
タタール（間宮）海峡，日本海および黄海北部である2）。
新生仔はオホーツク海南部で 2～3 週間3），それ以外の海
域では 3～4 週間の授乳（育仔）期間3-5）を経て離乳する。
一方，成獣メスは分娩後 2～3 週間以内に発情して1）オス
と交尾する6）。そのため，成獣オスが育仔期間中から成獣
メスの周囲に滞在し，離乳・発情を待っている様子が頻繁
に観察される。交尾は，氷上で行うこともあるが，多くは
水中で行われる6, 7）。メスは交尾後 2～3 ヵ月の着床遅延期
間後に着床・妊娠する1, 8）。
　本種は，海氷期を境に生活が異なることが報告されてい
る6, 9-11）。すなわち，繁殖および換毛を行う 12 月～4 月に
かけては，海氷域を中心に分布して海氷上を上陸場として
利用し，海氷が消失する 5 月～11 月の間は沿岸域に分布
して，砂州や岩礁など海岸域を上陸場として利用する12）。
また，亜成獣と成獣では海氷期における上陸場の分布に違

いがあることも報告されており8），亜成獣はパックアイス
に上陸する一方で，成獣は海氷の氷縁部の近くに留まる1）。
海氷への依存性が高いゴマフアザラシの分布および繁殖活
動は，気候変動に影響を受けることが予想される。近年，
オホーツク海周辺の海氷面積の減少13）に伴い，北海道日
本海側への本種の来遊状況は大きく変化していることが報
告されている14）。1990 年代以前は礼文島のトド島周辺の
みに 300～400 頭が来遊していたのに対し，2000 年代後半
に来遊範囲が北海道の積丹半島にまで南下拡大した。来遊
頭数は数千頭にまで増加し14），北部海域を中心に少なくと
も 8 箇所に上陸場が形成された14）。1990 年代以前は来遊
個体の大部分が亜成獣であったが14, 15），2000 年代後半以降
には成獣も確認されるようになった14, 15）。さらに礼文島で
は，近年ゴマフアザラシが周年観察されるようになり，稀
に産毛を纏った新生仔も確認されている15）。しかし，礼文
島に生息する成獣が主に利用する繁殖場は不明である。
Naito and Nishiwaki2）は，北海道沿岸に分布する本種の
主要繁殖場はオホーツク海南部と根室海峡の海氷上である
と述べた。しかしながら，日本海北部のサハリン西岸とロ
シアの沿海州に挟まれるタタール海峡にも，本種の繁殖場

論　　　文

Articles

*
**
***
****

†

東京農業大学生物産業学研究科生物産業学専攻
東京農業大学生物産業学部アクアバイオ学科
NPO 北の海の動物センター
船泊漁業協同組合
Corresponding author（E-mail : m3kobaya@bioindustry.nodai.ac.jp）



52 渋谷・小林・佐々木・和田・大石

が存在する12, 16）。
　オホーツク海南部とタタール海峡における出産時期の
ピークは 3 月中旬～4 月中旬であり16），一連の繁殖行動（出
産・育仔・交尾）が行われる期間は 2 月～4 月と報告され
ているが12），海域を分けた繁殖期の推定や 2000 年代後半
以降の繁殖期に関する知見は存在しない。そこで本研究で
は，礼文島を上陸場として利用するゴマフアザラシの繁殖
期と繁殖場の推定を目的とした。

2．　材料と方法
　1）捕獲場所と捕獲方法
　2009 年 3 月～2013 年 12 月の期間，礼文島の北部でゴマ
フアザラシの学術捕獲を行い，研究に供した（Fig. 1）。捕
獲には改良した刺網を用い，アザラシの上陸岩礁を囲うよ
うに設置した。アザラシが罹網した際は速やかに網を揚収
した。

　2）捕獲個体への衛星発信器の装着
　2009 年 3 月～2013 年 12 月までの間で計 8 個体が捕獲さ
れ，そのうちメスが 5 個体（成獣 3 個体および亜成獣 2 個
体），オスは 3 個体（成獣 1 個体および亜成獣 2 個体）だっ
た。
　捕獲個体に塩酸メデトミジン（60 µg/kg）と塩酸ケタミ
ン（3 mg/kg）混合液を接種し不動化後，性判別や全長，
体長，体重，胸部周囲長，臍部周囲長の計測を行った。次
にエポキシ樹脂を使用して衛星発信器を装着した。MK10-
AF（Wildlife Computers, WA, USA）は成獣メス 1 個体
と成獣オス 1 個体，亜成獣メス 2 個体，亜成獣オス 2 個体
に装着し，残りの成獣メス 2 個体には SPOT5（Wildlife 

Computers, WA, USA）を装着した。エポキシ樹脂が乾燥
したのを確認後，拮抗薬として塩酸アチパメゾールを麻酔
薬と等量投与し，回復後に放獣した。各個体の計測結果お
よび衛星追跡やそれにより得られたデータの概要を Table 
1 にまとめた。
　一方，発信器はアザラシの背部に装着したことに加え，
MK10-AF の GPS のアンテナは本体に埋め込まれている
ことから（Fig. 2），GPS の位置情報が記録された場所は
ほぼ上陸していたと考えられる。小林10）は知床周辺海域
において，本種の繁殖期（3 月～4 月）には，朝～夕方ま

Fig. 2　�A seal equipped with a satellite transmitter 
(MK10-AF)

Fig. 1　Map showing the study area and definition of the area of migration
The “Tatar Strait” and “Rebun Area” were delineated by the northern latitude of 46 degree, 
whereas the “Rebun Area” was delineated from the “Okhotsk Sea” by the eastern latitude 
of 142 degree.
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での全ての時間帯で海氷上での滞在が確認されたことを報
告している。このことから，電池の消耗を抑えるためにも，
MK10-AF の GPS データサンプリングの時間帯を 6 時～
18 時に設定し，収集された GPS データを上陸位置と上陸
割合の解析に使用した。

　3）解析方法
　MK10-AF は Argos 回線で GPS と Argos それぞれの位
置情報を収集でき，SPOT5 は Argos による位置情報を収
集することができる。また，Argos による衛星追跡では，
取得できる位置精度（測定誤差）が，発信器の送信周波数
の安定性や衛星が発信器の上空を通過する 10 分前後の間
に電波を受信した回数などによって毎回異なり，3，2，1，
0，A，B，Z の 7 段階で表される。位置精度（測定誤差）は，
そ れ ぞ れ 250 m 未 満，250-500 m，500-1,500 m，1,500 m
以上で，A，B，Z は誤差推定が不可能とされている。あ
る位置情報における精度が低い場合は，その個体がそこに
上陸していない可能性を含んでおり，逆に上陸している場
合は位置精度が高く，その上陸時間帯のサンプリング頻度
も高くなる傾向がある。そこで，本研究では位置精度が高
い 1 以上（測定誤差 1,500 m 未満）のデータのみを上陸位
置と上陸割合の解析に使用した。また，Argos の全位置情
報について，事前にカルマンフィルタリングを行い，誤差
補正したデータを解析に使用した。
　繁殖期と繁殖場を把握するため，捕獲個体を成獣と亜成
獣に区分した。体長や全長による区分は，計測時における
アザラシの首の伸縮状態に影響され，計測誤差が大きくな
ると考えたため，体重が計測できた個体に関しては，体重
を成長段階区分の指標として用いた。本研究では Burns9）

に従い，メスが 65 kg 以上，オスは 85 kg 以上を成獣個体，
それらに満たないものを亜成獣とした。一方，体重データ
が無い個体に関しては，Burns9）に従い，メスは全長が
151 cm 以上，オスは 161 cm 以上の個体を成獣とした。本
研究では，繁殖期と繁殖場を特定することが目的であるた
め，繁殖に参加しない亜成獣の雌雄差は考慮しなかった。
得られた位置情報は，北緯 46 度以北をタタール（間宮）
海峡，北緯 46 度以南を礼文周辺海域，東経 142 度以東を
オホーツク海域に区分した（Fig. 1）。また，位置情報が得
られた日数が 3 日未満の月は解析から除外した。データ解

析には R（version 3.1.2, The R Foundation for Statistical 
Computing）を用いた。
　3-1）海氷の動きと発信器個体の上陸位置
　MK10-AF を装着した個体の上陸位置の解析には GPS
データ（6 時～18 時）と夜間（18 時～翌 6 時）の Argos デー
タを用い，SPOT5 を装着した個体では，0 時～24 時まで
の全時間帯の Argos データを用いた。位置情報のプロッ
トでは R のパッケージ marmap を用い，海氷の動きに合
わせて半月又は 1 ヶ月ごとの位置情報を，個体ごとに地図
上にプロットした。また，海氷データは気象庁 web サイ
ト17）から引用した。
　3-2）上陸割合
　MK10-AF に装備された乾湿センサーを次のように設定
した。30 分以上乾燥状態が連続した後から 1 時間ごとの
位置情報の取得が成功するまで，10 分間隔で試みる。なお，
ある位置情報と直後の位置情報の差が 10 m 未満の場合，
当時間に上陸していたと仮定した。そのため，本研究では
日中を含む 6 時～18 時までの 12 時間のうち，上陸してい
た時間数の割合を日ごとの日中上陸割合とした。Popov18）

によると，本種は繁殖期中には活発な摂餌活動を行わない
ため，海氷域においては夜間にも上陸している可能性が考
えられた。そこで，GPS による位置情報を取得しなかっ
た夜間（18 時〜6 時）に関しても，MK10-AF 装着個体に
ついては Argos データを利用し，夜間の上陸割合を推定
した。Argos データは個体が海面上に現れた場合のみ得ら
れるため，12 時間のうち位置情報が得られた時間帯の割
合を夜間の上陸割合とした。冬季～春季の間，3 ヶ月以上
にわたる位置情報を収集できた個体に関して，月別の平均
上陸割合と 95% 信頼区間を算出し，当月の平均値に前後
の月との間で有意差があるか，有意水準を 5% に設定し，
Man-Whitney’s U-test により検定した。上陸割合の解析に
使用した個体の GPS データと位置精度別 Argos データ数
を Table 2 にまとめた。

3．　結　　　果
　1）利用海域の時期的変化
　成獣オス AM1 は 12 月上旬～4 月下旬，成獣メス AF1
は 10 月 下 旬～5 月 下 旬，AF2 は 12 月 下 旬～5 月 上 旬，
AF3 は 12 月下旬～4 月上旬まで行動を追跡できた（Fig. 

Table 1　�List of spotted seals equipped with satellite transmitters in the present study
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3）。一方，亜成獣 SA1 は 3 月上旬～4 月上旬，SA2 は 12
月上旬～4 月下旬，SA3 は 8 月上旬～1 月下旬，SA4 は 12
月下旬～1 月上旬まで行動を追跡できた（Fig. 3）。タター
ル（間宮）海峡を含むオホーツク海周辺の海氷期となる 1
月～4 月の間で行動を追跡できた個体は 8 個体中 6 個体

（AM1，AF1，AF2，AF3，SA1，SA2）存在した（Fig. 3）。
　これら 6 個体全てがタタール海峡を利用していた一方，
オホーツク海への移動は認められなかった（Fig. 3）。全て
の成獣（n＝4）は 1 月～3 月下旬には礼文周辺海域からタ
タール海氷域に移動し，その後少なくとも 1.5 ヵ月以上は
海氷域に滞在した（Fig. 3）。一方，亜成獣 2 個体のうち 1
個体（SA2）は 3 月下旬にタタール海氷域へ移動し，1 ヶ
月程度滞在したが，SA1 は海氷域には分布しなかった（Fig. 
3）。成獣は亜成獣よりも早くタタール海氷域へ移動する傾
向が見られ，海氷域での滞在期間も亜成獣より長期にわた
る傾向が見られた（Fig. 3）。

　2）海氷の動きと発信器個体の上陸位置
　3 月および 4 月には海氷位置の変動が大きかったため個
体の位置情報を半月ごとに分けてプロットした（Fig. 4）。
タタール海峡に滞在した個体は，1 月に 1 個体，2 月に 3
個体，3 月前半に 4 個体であった後，3 月後半に最大数の
5個体となった。4月前半にも引き続き5個体が分布した後，
4 月後半には 2 個体に減少した（Fig. 4）。
　1 月にタタール海氷域で確認された AF1 は，海氷域の

南端（100～300 m 等深線の海氷付近）を上陸場として利
用していたが，2 月～3 月上旬には AM1 と AF3 が，また
3 月下旬には AF2 が半径約 28 km の範囲内に上陸してお
り，3 月下旬まで成獣の分布は雌雄で重複する傾向が見ら
れた。一方，3 月上旬にタタール海峡へ移動した SA1 は，
海氷域ではなくサハリン南西部に上陸した。また，3 月下
旬にタタール海氷域で確認された SA2 は，成獣が集中し
た氷域東側から 80 km 以上離れた氷域西側縁辺部を利用
した。加えて，海氷域が後退した 4 月上旬には，SA2 は
沿海州の北緯 50°付近の沿岸域や海氷上を上陸場として利
用したのに対し，AF2 および AF3 はタタール海峡の北端
に残存した海氷域を利用した（Fig. 4）。さらに，AF1 は
この時期にサハリン西岸の北緯 50°付近海域から礼文島周
辺海域まで南下し，その後再度タタール海域に北上して同
海域で発信が途絶えた（Fig. 3，Fig. 4）。その他の成獣は
4 月以降にタタール海峡で発信が途絶えたのに対し，亜成
獣はタタール海峡から礼文海域に南下し，4 月中に礼文海
域で発信が途絶えた（Fig. 3，Fig. 4）。

　3）上陸割合
　上陸割合の解析に使用可能な位置精度を有するデータの
数は，全 Argos データ中の 18.8%（661/2,854）であった。
また，GPS により取得された使用可能なデータ数は
Argos の使用可能データ数の 2.6 倍（Argos data＝661, 
GPS data＝1,693）であった（Table 2）。

Fig. 3　Chart showing the areas utilized by individual seals during given periods : e ; early, l ; late

Table 2　�List summarizing the number of Argos data for daytime (6 am-6 pm) withdifferent 
degree of quality, and GPS data for nighttime (6 pm-6 am of the next day)
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　全ての個体において，日中は夜間よりも高い上陸割合を
示した。AF1 は礼文周辺海域に滞在中の 10 月～12 月には
日中の上陸割合に変化が見られなかったが，タタール海峡
に移動した 1 月～3 月の日中の上陸割合は 75.1%±9.2%～
56.7%±16.3%（平均値±95% 信頼区間）と前後の月より
も有意に高く，4 月以降はいずれも 40% 未満とそれらの
期間に比べ低い上陸割合を示した。一方，夜間の上陸割合
も，タタール海峡への移動期を挟んだ 12 月～1 月の間に
有意に上昇し，3 月（23.9%±3.6%）に最高値を示したが，
4 月には急激に減少した（Fig. 5-1）。AM1 の日中の上陸
割合は，タタール海峡に滞在した 3 月（47.2%±12.5%）に
最高値を示した後，4 月は急激に減少した。また，夜間の
上陸割合も日中の上陸割合と同様の推移を示し，3 月

（15.1%±4.5%）に最高値を示した（Fig. 5-2）。一方，亜成
獣（SA2）は成獣と異なり， 主に礼文海域に滞在していた
4 月に昼間の上陸割合（42.2%±10.1%）も，夜間の上陸割
合（16.8%±3.4%）も最高値を示した（Fig. 5-3）。

4．　考　　　察
　海氷期である 1 月～4 月に行動追跡を行ったゴマフアザ
ラシ 6 個体は，全てタタール（間宮）周辺海域を利用して
おり，オホーツク海に分布することはなかった（Fig. 3, 
Fig. 4）。また，全ての成獣はタタール海氷域を利用してい
たことから，礼文島を上陸場として利用する成獣の多くは，
繁殖場としてタタール海氷域を利用すると考えられた。
Naito and Nishiwaki2）は「北海道沿岸に来遊する本種の
繁殖場はオホーツク海と根室海峡の海氷上である」と述べ
たが，本研究では既往知見と異なる繁殖場が明らかとなっ
た。ただし，本研究は 4 個体と限られた成熟個体の追跡結
果に基づくため，礼文島来遊個体がオホーツク海を繁殖場
として利用する可能性を否定できない。
　タタール海峡における成獣の分布移動は海氷の動きと連

動した。成獣メス 1 個体（AF1）は 1 月に，成獣オス（AM1）
は 2 月に，成獣メス 2 個体（AF2，AF3）は 2 月下旬～3
月下旬に，礼文からタタール海峡の海氷域に移動した（Fig. 
3）。また，2 月～3 月下旬において，タタール海峡の海氷
上における成獣の分布は雌雄で重複していたが，3 月下旬
において，亜成獣（SA2）は成獣と 80 km 以上離れた距離
に分布した（Fig. 4）。さらに，海氷がタタール海峡北端ま
で後退した 4 月上旬に亜成獣はタタール海峡から礼文海域
へ南下した一方，多くの成獣はタタール海峡に滞在し続け
た（Fig. 4）。亜成獣（SA2）は 4 月上旬において，海氷域
から離れ，沿岸域の海氷上で滞在していたことから，パッ
クアイスを上陸場として利用していた可能性が考えられ
た。それに対し，同時期に成獣 4 個体中 2 個体がタタール
海峡北端の海氷域を利用しており，亜成獣とは利用する海
氷の形状が異なる可能性が示された。以上をまとめると，
タタール海峡へは亜成獣よりも成獣の方が早く移動し，滞
在期間も長く，繁殖に参加しない亜成獣よりも繁殖を行う
成獣の方が海氷への依存性が強いと結論付けられた。また，
海氷期における成獣と亜成獣の分布が異なることも示さ
れ，既往知見8）とも一致した。この要因として，種内競合
を避けるため亜成獣が繁殖場を避けた，あるいは亜成獣が
上陸場に求める性質が成獣のそれとは異なることが考えら
れる。
　上陸割合を算出した個体において，日中の上陸割合が夜
間よりも常に高かったのは，Argos は GPS よりも位置精
度が低く，サンプリングされた位置情報でも解析に使用で
きないデータが多く存在し，日中の解析に使用した GPS
データ数が夜間の（位置精度が 1 以上）Argos データ数よ
りも極めて多かった（Table 2）ことに起因すると考えら
れた。
　Nesterenko and Katin11）は，本種は繁殖期中に上陸時
間が長くなることを報告している。また，本種に限らず，

Fig. 5　Monthly change of mean daytime (red squares : 6 am-6 pm) and night haul-out ratio (black 
circles : 6 pm-6 am of the next day) of an adult female (AF1 : left), an adult male (AM1 : 
middle), and a sub-adult (SA2 : right)
Shaded area indicates the period when seals were distributed on the pack ice.
Stars indicate that the values differed significantly from the preceding period (P＜0.05 ; Man-
Whitney’s U-test).
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同属種である harbor seal（Phoca vitulina）19）や同じ氷上
繁殖型のハイイロアザラシ（Halichoerus grypus）20, 21），ワ
モンアザラシ（Pusa hispida）22-29），ウェッデルアザラシ

（Leptonychotes weddelli）30）なども繁殖期中の上陸頻度や
上陸時間は他の時期よりも増加することが報告されてい
る。本研究において，成獣メス（AF1）は 3 月の上陸割合
が日中も夜間も高かった（Fig. 5-1）ことから，出産や育
仔のため集中的に上陸していたと考えられた。また，この
成獣メス（AF1）以外の成獣メス 2 個体（AF2，AF3）が，
タタール海域の海氷上を利用していたのは 2 月～4 月で
あったことから（Fig. 3，Fig. 4），成獣メスの出産・育仔
期は 2 月～4 月であると推定された。本種の交尾はメスが
育仔（授乳）終了後に発情するのを待ってから行われる1, 6）。
そのため，3 月が出産・育仔期であると考えられた AF1
の交尾期は 3 月～4 月であったと推察された。その 3 月～
4 月は，他の成獣メス 2 個体（AF2，AF3）が海氷上を利
用した期間の終盤とも一致した（Fig. 3，Fig. 4）。一方，
成獣オス（AM1）は 2 月～3 月まで海氷を利用しており，
その期間の海氷上の分布が成獣メスと重複したことに加
え，日中と夜間の上陸割合も 3 月に増加した。成獣オスは，
育仔期中から成獣メスの周囲に滞在する様子が頻繁に観察
される1）ことから，育仔中から交尾前までの期間に上陸割
合が高くなると推測された。従って AM1 の交尾期は 3 月
であったと推定され，これは成獣メスから導き出した交尾
期の推定結果が妥当であることを支持する結果であった。
以上のように，限られたデータ数ではあるが，礼文島を利
用する本種の交尾期は 3 月～4 月であると推定された。
Boveng et al.12）は，本種の生態をレビューし，オホーツク
海南部およびタタール海峡における本種の繁殖期が 2 月～
4 月である述べたが，本研究では特に礼文島を上陸場とし
て利用する個体の繁殖場と繁殖期を具体的なデータにより
示すことができた。
　春季以降の情報が得られた個体において，発信がほぼ同
時期に途絶えたことから（Fig. 3），換毛現象が要因となり
発信器が脱落した可能性が高い31）。亜成獣 2 個体は 4 月の
上陸割合が高かったことと（Fig. 5-3），4 月中に礼文島周
辺海域で発信器が脱落していること（Fig. 3）を踏まえる
と，この時期が亜成獣の換毛期であることが推定され，亜
成獣は春に換毛を行うとした既往知見12）と一致した。そ
れに対して，成獣は 4 月以降にタタール海峡で発信器が脱
落したため（Fig. 3），換毛期までタタール海峡を利用して
いたことが推測された。このことは，成獣が出産・育仔・
交尾といった一連の繁殖活動を終えると，そのまま海氷上
で換毛するというこれまでの報告3, 9）とも一致した。繁殖
終了時の成獣はエネルギー消耗度合が大きいため，長距離
移動を避け繁殖場付近に留まり，栄養状態の回復を待ちつ
つ換毛を行うものと考えられた。また，亜成獣は成獣より
も早く換毛を開始することが報告されており8, 9, 32），本研究
で得られた同様の結論は妥当と考えられた。なお，既往知
見ではゴマフアザラシの換毛は繁殖期の直後に行われると
される9, 12）。しかし，本研究で AF1 の発信器は 5 月下旬に
脱落しており，この時期を換毛期であると考えると，繁殖

期（3 月）の 2 ヶ月後に換毛期を迎えたと推定された。換
毛現象は光周性により起こる生理作用であるが32-34），環境
要因による個体ごとの栄養状態の影響により，換毛期間に
は個体差が生じる32-35）。加えて，換毛が腹部あるいは背部
のどちらの部位から開始するか34, 35）によっても，背部に装
着した発信器の脱落時期に影響がでることも考えられた。

5．　結　　　論
　近年，礼文島にはゴマフアザラシの成獣が来遊するよう
になり，その繁殖場や時期についてはこれまで不明であっ
た。本研究では，衛星発信器を用いた行動追跡により，そ
の繁殖期と繁殖場を明らかにした。礼文島に生息する成獣
の主な繁殖場はタタール（間宮）海峡の海氷上であり，繁
殖期は 2 月～4 月，換毛期は 4 月以降であると推定された。
それに対して亜成獣は，タタール海氷域にその一部が移動
するものの，当海域での滞在期間は短く，4 月には礼文島
に南下し換毛を行うと推定された。昨今における海氷面積
や海氷形質の変動13）により，海氷依存性の高いゴマフア
ザラシの分布や個体群動態，行動にどのような変化が生じ
るのか，今後も長期的なデータの蓄積が望まれる。
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Breeding Period and Area of Spotted Seals 
(Phoca largha) Occurring at Rebun Island,

as Determined by Satellite Tracking
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Summary：To determine the breeding period and area of spotted seals hauling out at Rebun Island, a 
total of 8 seals (4 adults and 4 sub adults) were equipped with satellite transmitters and were tracked. All 
of the adults stayed in the Tatar Strait during the sea-ice period for up to 4 months, and did not enter 
into the Okhotsk Sea. Of these, 3 adult females were distributed in the sea-ice area between January and 
April, and they often co-occurred within a relatively narrow distance (ca. 28 km). The distribution of an 
adult male overlapped well with the adult females during March, suggesting that mating of this male 
occurred during this month in the Tatar Strait. Daytime and night haul-out ratios obtained from an adult 
female were both highest during March. From the result of haul-out ratio, it was considered that the 
adult female gave birth and nursed in March. Thus, it has been concluded that the spotted seals 
occurring on Rebun Island breed during February through April in the Tatar Strait. In addition, the fact 
that the transmission of the satellite tags disconnected after April indicated that the molting of the seals 
occurs after April.
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